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点Dは、点Dと x軸に関して対称な点であるから 
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直線 ABの式は 1 xy であるから、直線 ABと点C の距離は 
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辺 ADの長さは 
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△ ACDの面積 )(tS は 
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)(tS の増減は右の通りで、 21t のとき極大。 

 

求める最大値は 
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